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被
拘
束
者

zは
三
歳
九
月
（
原
審
審
問
終
結
時
。
以
下
同
様
）
の
幼
女
で
あ
る
。
そ
の
母
親
で
あ
る
請
求
者

X
は
、
三
五
歳
の
女
性
で
あ

い
ま
だ
に
被
拘
束
者

z
の
認
知
を
し
て
い
な
い
父
親
（
四
九
歳
）
で
あ
る
。

Yl
は
、
大
阪
府
堺
市
内
で

事
業
を
営
ん
で
い
る
が
、
和
歌
山
県
伊
都
郡
九
度
山
町
の
自
宅
に
妻
で
あ
る
拘
束
者
Y:
（
四
五
歳
）
及
び
子
供
二
人
（
一
男
一
女
。
い
ず

ス
ナ
ッ
ク
の
ホ
ス
テ
ス
で
あ
っ
た

X
と
知
り
合
い
、
昭
和
六
三
年
夏
こ
ろ
か
ら
堺
市
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で

X
と
同
棲
生
活
を

始
め
、
堺
市
の
マ
ン
シ
ョ
ン
と
九
度
山
町
の
自
宅
と
の
間
で
の
二
重
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
平
成
二
年

八
月
、

Ylと
X
と
の
間
に

zが
出
生
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
平
成
五
年
一

0
月、

Yl
と
X
は
同
棲
関
係
を
解
消
す
る
こ
と
と
な
り
、

活
基
盤
を
整
え
る
ま
で
の
間

zを
預
か
る
こ
と
を
申
し
出
た
。
そ
こ
で
、

同
棲
解
消
後
、

ま、

ーY

i

 

X
は
、
勤
務
先
を
見
付
け
、
大
阪
府
高
石
市
内
に
新
た
に
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
な
ど
し
た
上
で
、
同
年
―
二
月
、

YI

に
対
し
て

zを
渡
す
よ
う
に
求
め
た
が
、

Yl
は
、
言
を
左
右
に
し
て
こ
れ
を
拒
み
、

N
の
居
場
所
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

zの
存
在
を

Yi
に
打
ち
明
け
て
、
平
成
六
年
二
月
に

zを
九
度
山
町
の
自
宅
に
引
き
取
り
、
そ
の
後
は
、
主
に

Yiが
z
の
監
護

X
は、

zの
居
場
所
を
探
す
な
ど
し
て
い
た
が
、
同
年
四
月
二
日
、
大
阪
地
裁
堺
支
部
に

Ylyzを
相
手
方
と
し
て

z
の
引
渡
し
を
求

め
る
人
身
保
護
請
求
の
申
立
て
を
し
た
。
な
お
、

親
も
、他

方
、

Yl立
夫
婦
は
、

X
の
側
は
、
親
族
間
の
宥
和
の
面
で
不
安
な
時
期
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
、

X
が

zを
引
き
取
っ
て
生
活
す
る
こ
と
へ
の
協
力
を
約
し
て
お
り
、

zを
特
別
養
子
と
す
る
こ
と
を
考
え
、
本
件
人
身
保
護
請
求
が
申
し
立
て
ら
れ
る
直
前
の
同
年
三
月
三
一
日

養
育
に
当
た
っ
て
い
る
。

ーY
は

れ
も
高
校
生
）
が
い
る
。

拘
束
者
二
名
の
う
ち
、

YI
は

る。
本
件
の
事
実
関
係
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

2

事
実
関
係

る
人
身
保
護
請
求
事
件
で
あ
る
。

ー 〔

解

説

〕

人
身
保
護
法
二
条
一
項
、
人
身
保
護
規
則
四
条

な
い
限
り
、
拘
束
の
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

5

子
の
監
護
権
を
有
す
る
者
が
監
護
権
を
有
し
な
い
者
に
対
し
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引
渡
し
を

請
求
す
る
場
合
に
お
け
る
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性

〔
判
決
要
旨
〕

（
平
成
六
年
③
第
一
四
三
七
号
同
年
―
一
月
八
日
第
三
小
法
廷
判
決

第
一
審
大
阪
地
裁
堺
支
部
民
集
四
八
巻
七
号
一
三
三
七
頁

子
の
監
護
権
を
有
す
る
者
が
監
護
権
を
有
し
な
い
者
に
対
し
、

児
を
請
求
者
の
監
護
の
下
に
置
く
こ
と
が
拘
束
者
の
監
護
の
下
に
置
く
こ
と
に
比
べ
て
子
の
幸
福
の
観
点
か
ら
著
し
く
不
当
な
も
の
で

〔
参
照
条
文
〕

事
案
の
概
要

人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
に
は
、
幼

本
件
は
、
未
婚
の
母

(X)
か
ら
、
未
認
知
の
子
の
父

(Yl)
及
び
そ
の
妻

(5)
に
対
し
て
、
幼
児

(N)

X
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
、

五
四
七 破

棄
差
戻
）

の
引
渡
し
を
求
め

そ
の
際
、

Yl
は
X
に
対
し
て
、

zを
Yl
に
預
け
た
。

両
親
宅
の
二
階
を
そ
の
た
め
に
改
造
し
て
い
る
。

五
四
六

X
が
生

X
の
両
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国
合
は
こ
れ
と
全
く
事
案
を
異
に
す
る
。
」

に） (—) 原
審
（
大
阪
地
裁
堺
支
部
平
成
六
年
六
月
一

0
日
判
決
）
は
、

y
ら
に
よ
る

zの
拘
束
の
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、

ら
が

zを
監
護
す
る
こ
と
が
被
拘
束
者
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
た
上
で
、
①

が
な
い
の
に
対
し
、

X
の
側
に
は
右
の
点
で
不
安
が
残
る
こ
と
、
②

は
現
在

Y
ら
の
下
で
安
定
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
経
済
面
、
居
住
環
境
及
び
親
族
間
の
宥
和
の
面
で

Y
ら
の
側
に
は
不
安

し
及
び
そ
の
二
人
の
子
と

zと
の
間
で
の
精
神
的
な
あ
つ
れ
き

が
懸
念
さ
れ
る
も
の
の
、
特
別
養
子
縁
組
の
申
立
て
が
さ
れ
て
い
る
事
情
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
上
で
、
本
件
で
は
、

zを
監
護
す
る
こ
と
が
そ
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、

法
性
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
て
、

上
告
理
由
と
上
告
審
判
決

X
の
人
身
保
護
請
求
を
棄
却
し
た
。

上
告
理
由
は
、
本
件
は
幼
児
の
監
護
権
者
か
ら
非
監
護
権
者
に
対
す
る
人
身
保
護
請
求
で
あ
る
か
ら
、
幼
児
を
監
護
権
者
の
監

護
の
下
に
置
く
こ
と
が
著
し
く
不
当
な
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
監
護
権
者
の
請
求
を
認
容
す
べ
き
も
の
で
あ
る
の
に
、

異
な
る
判
断
を
し
た
原
判
決
に
は
、
人
身
保
護
法
の
解
釈
を
誤
っ
た
違
法
が
あ
る
な
ど
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。

上
告
審
判
決

本
判
決
は
、
要
旨
次
の
と
お
り
判
示
し
、
原
判
決
を
破
棄
し
て
事
件
を
原
審
に
差
し
戻
し
た
。

五
四
九

Y
 

Y
ら
が

Y
ら
に
よ
る
拘
束
に
は
顕
著
な
違

「
人
身
保
護
法
に
基
づ
く
幼
児
の
引
渡
請
求
に
お
い
て
、
拘
束
が
権
限
な
し
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
場
合
（
人
身
保

護
規
則
四
条
）
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
つ
い
て
、
当
裁
判
所
の
判
例
（
最
高
裁
平
成
五
年
切
第
六
0
九
号
同
年
一

0
月
一
九
日
第
三

"','E19'’t,＇_-＝』-＿↑
U
U
―遍―

ll,','_---9＿一u-
―-ー'=言

99'
↑=,','

小
法
廷
判
決
・
民
集
四
七
巻
八
号
五
0
九
九
頁
、
最
高
裁
平
成
六
年
④
第
六
五
号
同
年
四
月
二
六
日
第
三
小
法
廷
判
決
・
民
集
四
八
巻
三
号
九
九
二

頁
）
は
、
請
求
者
と
拘
束
者
と
が
共
に
幼
児
に
対
し
て
親
権
を
行
う
者
で
あ
る
場
合
、
拘
束
者
に
よ
る
幼
児
に
対
す
る
監
護
・
拘
束
が
権

限
な
し
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
右
監
護
が
請
求
者
に
よ
る
監
護
に
比
べ
て
子
の
幸
福

に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
旨
を
判
示
し
て
い
る
。
」

「
し
か
し
、
拘
束
が
権
限
な
し
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
右
の
判
断
基
準
は
、

示
す
る
よ
う
に
、
夫
婦
の
一
方
が
他
方
に
対
し
、

2
 

ー こ
れ
に
対
し
て
、

X
が
上
告
し
た
。

3

裁

判

右
判
例
の
明

人
身
保
護
法
に
基
づ
き
、
共
同
親
権
に
服
す
る
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
事
案
に

つ
き
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
法
律
上
監
護
権
を
有
す
る
者
が
監
護
権
を
有
し
な
い
者
に
つ
い
て
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
場

「
法
律
上
監
護
権
を
有
し
な
い
者
が
幼
児
を
そ
の
監
護
の
下
に
お
い
て
拘
束
し
て
い
る
場
合
に
、
．
監
護
権
を
有
す
る
者
が
人
身

保
護
法
に
基
づ
い
て
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
と
き
は
、
請
求
者
に
よ
る
監
護
が
親
権
等
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
特
段
の
事
情
の
な

い
限
り
適
法
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
拘
束
者
に
よ
る
監
護
は
権
限
な
し
に
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
被
拘
束
者
を
監
護
権
者
で

あ
る
請
求
者
の
下
に
置
く
こ
と
が
拘
束
者
の
監
護
の
下
に
置
く
こ
と
に
比
べ
て
子
の
福
祉
の
観
点
か
ら
著
し
く
不
当
な
も
の
で
な
い
限

り
、
非
監
護
権
者
に
よ
る
拘
束
は
権
限
な
し
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
場
合
（
人
身
保
護
規
則
四
条
）
に
該
当
し
、
監
護
権
者

の
請
求
を
認
容
す
べ
き
も
の
と
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
四
七
年
③
第
四
六
0
号
同
年
七
月
二
五
日
第
三
小
法
廷
判
決
・
裁
判
集

民
事
一
〇
六
号
六
一
七
頁
、
最
高
裁
昭
和
四
七
年
切
第
六
九
八
号
同
年
九
月
二
六
日
裁
判
集
民
事
一
〇
六
号
七
三
五
頁
、
最
高
裁
昭
和
六
一
年
切
第

六
四
四
号
同
年
七
月
一
八
日
第
二
小
法
廷
判
決
・
民
集
四
0
巻
五
号
九
九
一
、
九
九
六
頁
参
照
）
。
」

「
本
件
に
お
い
て
は
、
請
求
者
で
あ
る

X
は
被
拘
束
者
の
親
権
者
で
あ
り
、

対
し
、

Yl
は
被
拘
束
者
の
父
で
あ
る
と
は
い
え
、

に
、
和
歌
山
家
裁
に
特
別
養
子
縁
組
の
申
立
て
を
し
た
。

そ
の
監
護
を
す
る
権
利
を
有
す
る
者
で
あ
る
の
に

い
ま
だ
に
そ
の
認
知
を
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
り
、
ま
た
、

5
は
被

子
の
監
護
権
を
有
す
る
者
が
監
護
権
を
有
し
な
い
者
に
対
し
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引

渡
し
を
請
求
す
る
場
合
に
お
け
る
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性

五
四
八

）
れ
と z
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③
 

却。

拘
束
者
と
は
血
縁
関
係
を
有
せ
ず
、

の
監
護
の
下
に
置
く
こ
と
が

Y
ら
の
監
護
の
下
に
置
く
こ
と
に
比
べ
て
子
の
幸
福
の
観
点
か
ら
著
し
く
不
当
な
も
の
で
な
い
限
り
、

ら
に
よ
る
拘
束
は
権
限
な
し
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
場
合
に
該
当
し
、

関
係
に
照
ら
す
と
、
被
拘
束
者
の
監
護
に
つ
い
て
、

者
に
対
す
る
愛
情
及
び
監
護
意
欲
の
点
に
お
い
て
は
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
、
親
権
者
で

あ
る

X
が
被
拘
束
者
を
看
護
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
当
な
も
の
で
あ
る
と
は
到
底
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

判
例
は
、
早
く
か
ら
幼
児
の
引
渡
請
求
に
つ
い
て
も
人
身
保
護
法
の
適
用
を
認
め
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、

裁
判
決
は
多
数
存
在
す
る
。

下
「
平
成
五
年
判
決
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
）
は
、
従
来
の
判
例
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性
の
判
断
基
準
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
人
身
保
護
法
に
基
づ
く
幼
児
の
引
渡
請
求
に
関
す
る
判
例
に
つ
い
て
、

夫
婦
間
（
共
同
親
権
者
間
）
に
お
け
る
請
求
、
②

か
ら
監
護
権
者
に
対
す
る
請
求
の
三
つ
の
類
型
に
分
類
し
て
、

の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。
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上
告
棄
却
。

妻
か
ら
別
居
中
の
夫
に
対
し
て
幼
児
（
一
歳
四
月
）
の
引
渡
し
を
求
め
た
事
案
。
請
求
認
容
し
た
原
判
決
を
是
認
し
て
、
上

告
棄
却
。

最
一
小
判
昭
和
四
四
•
四
・
三
裁
判
集
民
事
九
五
号
四
七
頁
（
判
時
五
五
八
号
五
二
頁
）

夫
か
ら
別
居
中
の
妻
に
対
し
て
幼
児
（
一
歳
）
の
引
渡
し
を
求
め
た
事
案
。
請
求
棄
却
し
た
原
判
決
を
是
認
し
て
、
上
告
棄

最
三
小
判
昭
和
四
四
・
九
・
三
〇
裁
判
集
民
事
九
六
号
六
七
九
頁
（
判
時
五
七
三
号
六
二
頁
）

妻
か
ら
別
居
中
の
夫
に
対
し
て
幼
児
（
四
歳
七
月
）
の
引
渡
し
を
求
め
た
事
案
。
請
求
認
容
し
た
原
判
決
を
是
認
し
て
、
上

告
棄
却
。

上
告
棄
却
。

五
五

I
]ー
：

l
i
'

最
三
小
判
昭
和
四
六
・
ニ
・
九
裁
判
集
民
事
一
〇
二
号
一
五
七
頁
（
家
裁
月
報
二
三
巻
九
号
九
九
頁
）

妻
か
ら
別
居
中
の
夫
に
対
し
て
幼
児
ら
（
九
歳
、
六
歳
）
の
引
渡
し
を
求
め
た
事
案
。
請
求
認
容
し
た
原
判
決
を
是
認
し
て
、

最
三
小
判
昭
和
四
六
・
―
ニ
・
ニ
―
裁
判
集
民
事
一

0
四
号
七
六
七
頁
（
判
時
六
五
八
号
三
三
頁
）

妻
か
ら
別
居
中
の
夫
に
対
し
て
幼
児
（
一
歳
）
の
引
渡
し
を
求
め
た
事
案
。
請
求
認
容
し
た
原
判
決
を
是
認
し
て
、
上
告
棄

最
一
小
判
昭
和
五
九
・
三
・
ニ
九
裁
判
集
民
事
一
四
一
号
四
九
九
頁
（
判
時
―
一
三
三
号
七
二
頁
、
判
夕
五
四
0
号
一
八
九
頁
、

子
の
監
護
権
を
有
す
る
者
が
監
護
権
を
有
し
な
い
者
に
対
し
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引

渡
し
を
請
求
す
る
場
合
に
お
け
る
拘
束
の
顕
著
な
達
法
性

却。

②
最
一
小
判
昭
和
四
三
・
七
•
四
民
集
二
二
巻
七
号
一
四
四
一
頁

夫
か
ら
別
居
中
の
妻
に
対
し
て
幼
児
ら
（
三
歳
、

一
歳
）
の
引
渡
し
を
求
め
た
事
案
。
請
求
棄
却
し
た
原
判
決
を
是
認
し
て

①
最
二
小
判
昭
和
二
四
•
一
・
一
八
民
集
三
巻
一
号
一

0
頁

①
夫
婦
間
（
共
同
親
権
者
間
）
に
お
け
る
幼
児
の
引
渡
請
求

H

最
三
小
判
平
成
五

1
0
 
一
九
以
前
に
お
け
る
判
例
の
状
況

そ
の
内
容
を
概
観
し
、
次
い
で
、
平
成
五
年
判
決
及
ぴ
そ
の
後
の
判
例

に
っ
Vヽ-し

ヽ

(1) 

監
護
権
者
か
ら
非
監
護
権
者
に
対
す
る
請
求
、
③

そ
の
な
か
で
、
本
判
決
も
引
用
す
る
最
三
小
判
平
成
五
・
一

0
・
一
九
民
集
四
七
巻
八
号
五

0
九
九
頁
（
以

1

人
身
保
護
法
に
基
づ
く
幼
児
の
引
渡
請
求
に
つ
い
て
の
判
例

説

明

yl
の
依
頼
に
基
づ
い
て
そ
の
監
護
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
拘
束
者
を
X

X
の
請
求
を
認
容
す
べ
き
と
こ
ろ
、
前
記
事
実

X
は
Y
ら
に
比
べ
て
経
済
的
な
面
に
お
い
て
は
劣
る
点
が
あ
る
も
の
の
、
被
拘
束

ま
ず
、
平
成
五
年
判
決
以
前
の
判
例

J

の
点
に
関
す
る
最
高

五
五
〇

Y
 

非
監
護
権
者



？
 

9’ 

(2) 
る。
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頁）

⑩
最
三
小
判
昭
和
四
六

原
判
決
を
是
認
し
て
、
上
告
棄
却
。

⑨
 監

護
権
者
か
ら
非
監
護
権
者
に
対
す
る
幼
児
の
引
渡
請
求

に
お
い
て
は
、 月

報
四
三
巻
六
号
一
八
頁
）

⑧
 

れ
る
旨
を
判
示
し
て
、
こ
れ
を
排
斥
し
て
い
る
。

家
裁
月
報
三
七
巻
二
号
一
四
一
頁
）

妻
か
ら
別
居
中
の
夫
に
対
し
て
幼
児
（
二
歳
三
月
）
の
引
渡
し
を
求
め
た
事
案
。
請
求
認
容
し
た
原
判
決
を
是
認
し
て
、
上

告
棄
却
。

な
お
、
昭
和
五
五
年
の
家
事
審
判
法
の
改
正
に
よ
り
執
行
力
を
有
す
る
審
判
前
の
保
全
処
分
の
制
度
が
新
設
さ
れ
、
家
庭

裁
判
所
が
子
の
引
渡
し
の
仮
処
分
（
家
事
審
判
規
則
五
二
条
の
二
）
を
命
ず
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
上
告
理
由

の
な
か
で
「
請
求
者
は
右
仮
処
分
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、

目
的
を
達
す
る
の
に
適
当
な
方
法
が
あ
る
と
き
』
に
該
当
し
、
人
身
保
護
請
求
は
許
さ
れ
な
い
」
旨
の
主
張
が
さ
れ
た
が
、

上
告
審
判
決
は
、
右
仮
処
分
を
申
請
す
る
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、

最
一
小
判
平
成
二
・
―
ニ
・
六
裁
判
集
民
事
一
六
一
号
二
九
一
頁
（
判
時
一
三
七
四
号
四
二
頁
、
判
夕
七
五
一
号
六
七
頁
、
家
裁

新
興
宗
教
の
信
者
で
あ
る
妻
が
子
供
三
名
（
A
-
四
歳
九
月
〔
中
学
二
年
生
〕
、

B
―
二
歳
八
月
〔
中
学
一
年
生
〕
、

た
事
案
。

〔
小
学
二
年
生
〕
）
を
連
れ
て
家
出
し
、
同
宗
教
の
施
設
で
子
供
ら
を
拘
束
し
て
い
る
と
し
て
、
夫
が
子
供
ら
の
引
渡
し
を
求
め

B
、
C
に
つ
い
て
請
求
を
認
容
し
た
原
判
決
に
対
し
て
拘
束
者
が
上
告
。
原
判
決
を
是
認
し
て
上
告
棄
却
。

判
例
①
は
、
夫
婦
離
婚
等
の
場
合
に
お
い
て
、
不
法
に
子
を
拘
束
す
る
夫
婦
の
一
方
に
対
し
て
、
他
の
一
方
は
、

づ
い
て
救
済
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
判
示
し
て
、
右
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
も
人
身
保
護
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
該
事
件
は
、

「
原
判
決
は
、
単
に
母
親
に
も
監
護
権
が
あ
る
と
い
う
形
式
的
理
由
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
拘
束
が
実
質
的
に
も
不
当
で
な
い
と
し
て

束
状
態
の
当
不
当
を
定
め
、

J
)
•
-
3

翌
・"
C」i
-；
「
3
f
べ
；
し
．

て
、
請
求
を
棄
却
し
た
原
判
決
を
是
認
し
て
い
る
。

服
す
る
幼
児
の
引
渡
請
求
に
関
し
て
、

い
ま
だ
離
婚
の
さ
れ
て
い
な
い
夫
婦
間
の
請
求
で
あ
る
と
こ
ろ
、
上
告
審
判
決
は
、

'庄斗
・a"
・
七
韮
庸
[

3

、.

人
身
保
護
規
則
四
条
た
だ
し
書
に
い
う
『
他
に
救
済
の

穏
に
養
育
さ
れ
幸
福
で
あ
る
場
合
に
は
、
現
在
の
状
態
を
も
っ
て
不
当
な
拘
束
と
し
て
、

い
ず
れ
も
判
例
②
の
明
ら
か
に
し
た
右
判
断
基
準
を
前
提
と
し
て
、

人
身
保
護
法
に
よ
る
引
渡
請
求
は
許
さ

ー

1
;

，
バ
ー
に
七
巨
―

r
~
9
1←
い
―
ゴ
3且
4
,
'

請
求
を
棄
却
し
た
も
の
で
あ
る
」
旨
を
判
示
し
た
上
で
、
母
親
が
暴
力
を
も
っ
て
幼
児
を
連
れ
去
っ
た
と
し
て
も
、

c八
歳
四
月

人
身
保
護
法
に
基

そ
の
子
が
現
在
平

人
身
保
護
法
を
適
用
す
る
必
要
は
な
い
と
し

判
例
①
を
発
展
さ
せ
た
の
が
判
例
②
で
あ
っ
て
、
夫
婦
の
一
方
か
ら
他
方
に
対
す
る
人
身
保
護
法
に
基
づ
く
幼
児
の
引
渡
請
求
に
お

け
る
判
断
基
準
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
判
決
は
、
「
夫
婦
の
一
方
が
他
方
に
対
し
、
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
、
共
同
親
権
に
服
す
る

幼
児
の
引
渡
を
請
求
し
た
場
合
に
は
、
夫
婦
の
い
ず
れ
に
監
護
さ
せ
る
の
が
幼
児
の
幸
福
に
適
す
る
か
を
主
眼
と
し
て
子
に
対
す
る
拘

そ
の
請
求
の
許
否
を
決
す
べ
き
で
あ
る
」
旨
を
判
示
し
た
が
、
別
居
中
の
夫
婦
間
に
お
け
る
共
同
親
権
に

そ
の
後
の
判
例
に
対
す
る
指
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
の
③
i
⑧
の
判
例

引
渡
請
求
の
許
否
に
つ
い
て
の
判
断
が
さ
れ
て
い

最
一
小
判
昭
和
二
九
・
―
ニ
・
一
六
民
集
八
巻
―
二
号
ニ
ー
六
九
頁

未
婚
の
母
（
親
権
者
）
か
ら
事
実
上
の
養
親
に
対
し
て
幼
児
（
一
歳
一

0
月
）
の
引
渡
し
を
求
め
た
事
案
。
請
求
者
（
母
）
が

未
認
知
の
幼
児
の
父
を
介
し
て
い
っ
た
ん
幼
児
を
拘
束
者
の
養
子
と
す
る
こ
と
に
同
意
し
、
拘
束
者
が
幼
児
を
実
子
と
し
て

出
生
届
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
請
求
者
（
母
）
が
翻
意
し
て
幼
児
の
引
渡
し
を
求
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
請
求
棄
却
し
た

-
•
三0
裁
判
集
民
事
一
0
四
号
五
ニ
―
頁
（
判
時
六
五
五
号
三
0
頁
、
家
裁
月
報
二
四
巻
七
号
五
七

子
の
監
護
権
を
有
す
る
者
が
監
護
権
を
有
し
な
い
者
に
対
し
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引

渡
し
を
請
求
す
る
場
合
に
お
け
る
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性

五
五
三

五
五
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五
五
五

離
婚
後
の
夫
婦
間
で
、
親
権
者
で
あ
る
元
夫
か
ら
元
妻
に
対
し
て
幼
児
ら
(
-
四
歳
、

め
た
事
案
。
請
求
棄
却
し
た
原
判
決
を
是
認
し
て
、
上
告
棄
却
。
原
判
決
は
、
幼
児
ら
に
意
思
能
力
を
認
め
た
上
、
幼
児
ら

は
自
ら
の
意
思
で
母
親
（
拘
束
者
）
の
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
強
制
力
を
も
っ
て
拘
束
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

是
認
し
上
告
棄
却
し
た
。
拘
束
の
違
法
性
に
つ
い
て
は
、
判
断
さ
れ
て
い
な
い
。

―
二
歳
、

最
三
小
判
昭
和
四
七
・
七
・
二
五
裁
判
集
民
事
一
〇
六
号
六
一
七
頁
（
判
時
六
八
0
号
四
二
頁
、
判
タ
ニ
八
三
号
―
二
八
頁
、
家

離
婚
後
の
夫
婦
間
で
、
親
権
者
で
あ
る
元
妻
か
ら
元
夫
に
対
し
て
幼
女
（
六
歳
五
月
）
の
引
渡
し
を
求
め
た
事
案
。
上
告
審

判
決
は
、

次
の
と
お
り
判
示
し
、
請
求
認
容
し
た
原
判
決
を
是
認
し
て
、
上
告
棄
却
。

「
離
婚
し
た
男
女
の
間
で
、
親
権
を
有
す
る
一
方
が
他
方
に
対
し
、
人
身
保
護
法
に
よ
り
、
そ
の
親
権
に
服
す
べ
き
幼
児
の

す
こ
と
が
明
ら
か
に
そ
の
幸
福
に
反
す
る
も
の
で
な
い
限
り
、

た
と
え
、
拘
束
者
に
お
い
て
自
己
を
監
護
者
と
す
る
こ
と
を

求
め
る
審
判
を
申
し
立
て
ま
た
は
訴
え
を
提
起
し
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
し
か
も
、
拘
束
者
の
監
護
が
平
穏
に
開
始
さ
れ
、

か
つ
、
現
在
の
監
護
の
方
法
が
一
応
妥
当
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
当
該
拘
束
は
な
お
顕
著
な
違
法
性
を
失
わ
な
い
も
の
と
解

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
審
が
認
定
し
た
諸
般
の
事
情
の
も
と
に
お
い
て
は
、
親
権
者
で
あ
る
被
上
告
人

に
対
し
被
拘
束
者
を
引
き
渡
す
こ
と
が
明
ら
か
に
幸
福
に
反
す
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
被
上
告
人
は
上
告
人
に

対
し
人
身
保
護
法
に
よ
り
被
拘
束
者
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
原
審
の
判
断
は
正
当
で
あ
る
。
」

最
三
小
判
昭
和
四
七
・
九
・
ニ
六
裁
判
集
民
事
一
〇
六
号
七
三
五
頁
（
判
時
六
八
五
号
九
五
頁
、
家
裁
月
報
二
五
巻
四
号
四
二
頁
）

離
婚
後
の
夫
婦
間
で
、
親
権
者
で
あ
る
元
妻
か
ら
元
夫
に
対
し
て
幼
女
（
二
歳
未
満
）
の
引
渡
し
を
求
め
た
事
案
。
上
告
審

判
決
は
、
次
の
と
お
り
判
示
し
、
請
求
認
容
し
た
原
判
決
を
是
認
し
て
、
上
告
棄
却
。

「
法
律
上
監
護
権
を
有
し
な
い
者
が
幼
児
を
そ
の
監
護
の
も
と
に
お
い
て
こ
れ
を
拘
束
し
て
い
る
場
合
に
、
監
護
権
を
有
す

る
者
が
人
身
保
護
法
に
基
づ
い
て
幼
児
の
引
渡
を
請
求
す
る
と
き
は
、
両
者
の
監
護
状
態
の
実
質
的
な
当
否
を
比
較
考
察
し
、

幼
児
の
幸
福
に
適
す
る
か
否
か
の
観
点
か
ら
、
監
護
権
者
の
監
護
の
も
と
に
お
く
こ
と
が
著
し
く
不
当
な
も
の
と
認
め
ら
れ

な
い
か
ぎ
り
、
非
監
護
権
者
の
拘
束
は
権
限
な
し
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
も
の
と
認
め
て
、
監
護
権
者
の
請
求

を
認
容
す
べ
き
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
離
婚
し
た
父
母
の
う
ち
子
の
親
権
者
と
定
め
ら
れ
た
一

方
が
法
律
上
監
護
権
を
有
し
な
い
他
方
に
対
し
て
子
の
引
渡
を
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
拘
束
者
が
子

の
実
親
と
し
て
養
育
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
一
事
を
も
っ
て
そ
の
拘
束
を
正
当
と
す
る
ご
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

親
権
者
に
監
護
さ
せ
る
こ
と
を
著
し
く
不
当
と
す
る
事
情
が
な
い
か
ぎ
り
、
救
済
の
請
求
が
認
容
さ
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き

で
あ
る
。
」

最
二
小
判
昭
和
五
―
二
•
四
・
七
裁
判
集
民
事
―
二
三
号
五
二
五
頁
（
家
裁
月
報
三

0
巻
一
0
号
二
七
頁
）

内
縁
関
係
の
男
女
間
で
、
認
知
し
た
上
で
家
庭
裁
判
所
の
審
判
に
よ
り
親
権
者
に
指
定
さ
れ
た
男
性
か
ら
、
女
性
に
対
し

て
幼
女
（
三
歳
）
の
引
渡
し
を
求
め
た
事
案
（
右
女
性
は
、
親
権
者
指
定
の
審
判
に
対
し
て
即
時
抗
告
を
申
し
立
て
た
上
、
幼
女
を

連
れ
去
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
右
審
判
は
、
人
身
保
護
手
続
の
時
点
で
は
既
に
確
定
し
て
い
る
。
）
。
上
告
審
判
決
は
、
次
の
と
お
り

判
示
し
、
請
求
認
容
し
た
原
判
決
を
是
認
し
て
、
上
告
棄
却
。

「
幼
児
を
認
知
し
、
か
つ
、
審
判
に
よ
り
そ
の
親
権
者
と
定
め
ら
れ
た
父
が
、
右
幼
児
を
拘
束
す
る
母
に
対
し
、
人
身
保
護

子
の
監
護
権
を
有
す
る
者
が
監
護
権
を
有
し
な
い
者
に
対
し
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引

渡
し
を
請
求
す
る
場
合
に
お
け
る
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性

r
l、

1ー
逹
ー
は

¥"_131ill_□Aパ
酎
生
ず
ー
引
ぃ
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ー
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|
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ー
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い
日
日
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引
渡
し
を
求
め
る
場
合
に
は

請
求
者
及
び
拘
束
者
双
方
の
監
護
の
当
否
を
比
較
衡
量
し
た
上

請
求
者
に
幼
児
を
引
き
渡

裁
月
報
二
五
巻
四
号
四
0
頁）

齢
に
照
ら
し
て

こ
の
よ
う
な
事
項
に
つ
い
て
意
思
能
力
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
原
判
決
を

い
か
ら
人
身
保
護
法
及
び
同
規
則
に
い
う
拘
束
に
当
た
ら
な
い
と
し
て

請
求
棄
却
し
た
。

上
告
審
判
決
は
、
幼
児
ら
の
年

-
0
歳
）
の
引
渡
し
を
求

五
五
四



副
子
の
監
護
権
を
有
す
る
者
が
監
護
権
を
有
し
な
い
者
に
因
し
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引

⑫
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
に
お
け
る
拘
束
の
顕
著
な
違
法
，

る。」

五
五
七

法
に
基
づ
い
て
幼
児
の
引
渡
し
を
求
め
る
場
合
に
は
、
請
求
者
に
幼
児
を
引
き
渡
す
こ
と
が
明
ら
か
に
そ
の
幸
福
に
反
す
る

も
の
で
な
い
限
り
、

た
と
え
、
拘
束
開
始
当
時
、
右
審
判
が
拘
束
者
の
し
た
即
時
抗
告
の
申
立
に
よ
り
未
確
定
の
状
態
に
あ

り
、
拘
束
者
が
な
お
親
権
者
の
地
位
に
あ
っ
て
、
所
論
の
よ
う
に
請
求
者
に
監
護
権
を
委
ね
て
い
た
事
実
が
な
く
、

現
在
の
拘
束
者
の
監
護
が
一
応
妥
当
な
と
き
で
あ
つ
て
も
、

最
一
小
判
昭
和
五
六
・
―
―
•
一
九
裁
判
集
民
事
一
三
四
号
二
三
七
頁
（
判
時
一0二
四
号
五
四
頁
、
判
夕
四
五
六
号
八
二
頁
）

離
婚
後
の
夫
婦
間
で
、
親
権
者
で
あ
る
元
妻
か
ら
、

ま
た
、

そ
の
拘
束
は
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

元
夫
及
び
そ
の
依
頼
に
よ
り
幼
女
（
六
歳
）
を
監
護
養
育
し
て
い
る
そ

の
実
兄
夫
婦
に
対
し
て
、
幼
女
の
引
渡
し
を
求
め
た
事
案
。
上
告
審
判
決
は
、
次
の
と
お
り
判
示
し
、
請
求
認
容
し
た
原
判

決
を
是
認
し
て
、
上
告
棄
却
。

「
原
審
が
適
法
に
確
定
し
た
事
実
関
係
の
も
と
に
お
い
て
は
、
親
権
者
で
あ
る
被
上
告
人
に
対
し
被
拘
束
者
を
引
き
渡
す
こ

と
が
明
ら
か
に
被
拘
束
者
の
幸
福
に
反
す
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
上
告
人
ら
の
被
拘
束
者
に
対
す
る
拘
束
が
権

限
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
と
し
、
被
上
告
人
は
上
告
人
ら
に
対
し
人
身
保
護
法
に
よ
り
被
拘
束
者
の
引
き
渡

し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
原
審
の
判
断
は
、

年
生
〕
）
の
引
渡
し
を
求
め
た
事
案
。
原
判
決
は
、

し
て
い
る
以
上
、

正
当
で
あ
り
、
原
判
決
に
所
論
の
違
法
は
な
い
。
」

実
親
夫
婦
か
ら
、
委
託
に
よ
り
事
実
上
の
監
護
者
と
し
て
養
育
し
て
い
た
親
族
に
対
し
て
男
児
（
―
-
歳
一

0
月
〔
小
学
六

男
児
は
意
思
能
力
を
有
し
、
拘
束
者
ら
の
も
と
に
と
ど
ま
る
意
思
を
表
明

人
身
保
護
法
及
び
同
規
則
に
い
う
拘
束
に
当
た
ら
な
い
と
し
て
、
請
求
棄
却
し
た
。
上
告
審
判
決
は
、
幼

児
に
意
思
能
力
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
幼
児
が
自
由
意
思
に
基
づ
い
て
観
護
者
の
も
と
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え

□
打-

7
-
、
「·

a
"
l
"

〗
〗
』
-
」

C
a
-
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沿
•
'
[
笞
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｀

l
l
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'
-
r
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上
，
~
し
．

,＇眉董璽

な
い
特
段
の
事
情
の
あ
る
と
き
に
は
、
監
護
者
の
幼
児
に
対
す
る
監
護
は
人
身
保
護
法
及
び
同
規
則
に
い
う
拘
束
に
当
た
る

と
し
て
、
原
判
決
を
破
棄
し
て
、
事
件
を
原
審
に
差
し
戻
し
た
が
、
前
記
⑪
⑫
の
判
例
を
引
用
し
て
、
次
の
と
お
り
判
示
し

「
法
律
上
監
護
権
を
有
し
な
い
者
が
幼
児
を
そ
の
監
護
の
も
と
に
お
い
て
こ
れ
を
拘
束
し
て
い
る
場
合
に
、
監
護
権
を
有
す

る
者
が
人
身
保
護
法
に
基
づ
い
て
当
該
幼
児
の
引
渡
を
請
求
す
る
と
き
に
は
、
両
者
の
監
護
状
態
の
実
質
的
な
当
否
を
比
較

考
察
し
、
幼
児
の
幸
福
に
適
す
る
か
否
か
の
観
点
か
ら
、
監
護
権
を
有
す
る
者
の
監
護
の
も
と
に
お
く
こ
と
が
著
し
く
不
当

な
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
、
監
護
権
を
有
し
な
い
者
の
拘
束
は
権
限
な
し
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
も
の

と
認
め
て
、
監
護
権
を
有
す
る
者
の
請
求
を
認
容
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
（
最
高
裁
昭
和
四
七
年
切
第
四
六

0
号
同
年
七
月

二
五
日
第
三
小
法
廷
判
決
・
裁
判
集
民
事
一
〇
六
号
六
一
七
頁
、
同
昭
和
四
七
年
③
第
六
九
八
号
同
年
九
月
二
六
日
第
三
小
法
廷
判
決
・

裁
判
集
民
事
一
〇
六
号
七
三
五
頁
参
照
）
、
被
上
告
人
ら
は
右
に
そ
っ
た
主
張
を
し
て
い
る
も
の
と
解
し
う
る
か
ら
、
原
審
と
し

て
は
、
右
主
張
に
つ
き
判
断
を
加
え
た
う
え
で
上
告
人
ら
の
請
求
の
当
否
を
決
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ

右
に
よ
れ
ば
、
離
婚
し
た
夫
婦
間
で
親
権
者
と
し
て
指
定
さ
れ
た
者
か
ら
他
方
に
対
す
る
請
求
や
、

所
の
審
判
に
よ
り
親
権
者
と
し
て
指
定
さ
れ
た
父
親
か
ら
母
親
に
対
す
る
請
求
な
ど
、
監
護
権
者
か
ら
非
監
護
権
者
に
対
す
る
人
身
保

護
法
に
基
づ
く
幼
児
の
引
渡
請
求
に
お
い
て
は
、
判
例
は
、
「
幼
児
の
幸
福
に
適
す
る
か
否
か
の
観
点
か
ら
、
監
護
権
を
有
す
る
者
の
監

護
の
も
と
に
お
く
こ
と
が
著
し
く
不
当
な
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
限
り
」
、
あ
る
い
は
「
請
求
者
に
幼
児
を
引
き
渡
す
こ
と
が
明
ら
か
に

そ
の
幸
福
に
反
す
る
も
の
で
な
い
限
り
」
、
監
護
権
者
の
請
求
を
認
容
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
判

例
⑪
ー
⑮
）
。

て
い
る
。

＂ 

⑮
最
二
小
判
昭
和
六
―
．
七
・
-
八
民
集
四

0
巻
五
号
九
九
一
頁

⑭ 

る。」

1

-

子
を
認
知
し
た
上
で
家
庭
裁
判

五
五
六

t
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⑮ 

非
監
護
権
者
か
ら
監
護
権
者
に
対
す
る
幼
児
の
引
渡
請
求

五
五
九

申
請
が
さ
れ
て
い
る
も
の
で

人
身
保
護
法
に
基
づ
い
て
幼
児
の
引
渡
し
を
求
め
る
事
件
に
お
い
て
、
監
護
権
の
所
在
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

専
ら
監
護
権
の
所
在
に
よ
っ
て
子
を
拘
束
し
得
る
者
が
定
ま
る
、
す
な
わ
ち
監
護
権
者
と
非
監
護
権
者
と
の
間
で
は
「
子
の
幸
福
」

と
い
う
判
断
基
準
を
持
込
む
余
地
は
な
い
と
す
る
説
、
②

な
い
が
、
監
護
権
の
所
在
を
重
視
し
、
監
護
権
者
か
ら
非
監
護
権
者
に
対
す
る
引
渡
請
求
に
お
い
て
は
、
請
求
者
に
監
護
さ
せ
る
こ
と

す
る
説
、

監
護
権
の
所
在
の
み
を
基
準
と
し
て
人
身
保
護
請
求
の
当
否
の
判
断
は
し

が
甚
だ
し
く
不
当
で
な
け
れ
ば
請
求
を
認
容
す
べ
き
で
あ
り
、
他
方
、
非
監
護
権
者
か
ら
監
護
権
者
に
対
す
る
請
求
に
お
い
て
は
、
監

護
権
者
の
監
護
養
育
が
甚
だ
し
く
不
当
な
場
合
に
の
み
請
求
を
認
容
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
説
、
③

基
準
と
す
る
の
で
は
な
く
、
専
ら
当
該
引
渡
請
求
が
人
間
性
に
基
づ
き
衡
平
妥
当
で
あ
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と

と
い
う
三
つ
の
見
解
が
考
え
ら
れ
る
が
、
判
例
は
右
の
う
ち
②
の
見
解
を
採
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
（
注
一
）
。
判
例

が
②
の
見
解
を
採
っ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
仮
に
人
身
保
護
請
求
の
当
否
の
判
断
に
当
た
っ
て
、
監
護
権
の
所
在
を
考
慮
し
な
い

で
、
単
に
い
ず
れ
の
監
護
が
子
の
た
め
に
適
当
か
を
平
面
的
に
比
較
す
る
こ
と
で
足
り
る
と
す
れ
ば
、
実
質
上
人
身
保
護
裁
判
所
が
家

庭
裁
判
所
又
は
人
事
訴
訟
の
受
訴
裁
判
所
に
代
わ
っ
て
親
権
者
又
は
監
護
者
の
指
定
・
変
更
の
処
分
を
す
る
結
果
と
な
る
し
、
従
前
の

判
例
上
、
親
権
者
が
親
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
と
し
て
民
事
訴
訟
に
よ
り
子
の
引
渡
し
を
請
求
し
得
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

た
だ

親
権
の
濫
用
に
わ
た
る
場
合
に
の
み
請
求
が
排
斥
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
の
均
衡
を
失
す
る
こ
と
に
な
る
と
の

な
お
、
判
例
⑨
は
、
未
婚
の
母
（
親
権
者
）
か
ら
事
実
上
の
養
親
（
非
監
護
権
者
）
に
対
す
る
請
求
を
棄
却
し
た
原
判
決
を
是
認
し
た

も
の
で
あ
り
、
他
の
判
例
と
は
趣
を
異
に
す
る
。
こ
の
事
件
は
、
当
初
請
求
者
（
母
親
）
自
身
が
、
幼
児
を
拘
束
者
の
養
子
と
す
る
こ
と

に
同
意
を
し
て
い
た
事
案
で
あ
っ
て
（
注
三
）
、
原
判
決
は
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
、
当
事
者
に
そ
の
意
思
が
あ
れ
ば
正
式
な
養
子
縁
組
の

手
続
を
な
し
得
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
幼
児
の
出
生
届
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
と
、
実
子
と
し
て
育
て
る
方
が
情
愛
を
深
く
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
の
考
え
か
ら
、
拘
束
者
が
自
ら
の
実
子
と
し
て
の
出
生
届
を
し
た
の
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
母
親
（
請
求
者
）
の
翻
意
か

ら
家
庭
裁
判
所
の
審
判
に
よ
り
戸
籍
の
抹
消
が
さ
れ
て
、
改
め
て
母
親
の
子
と
し
て
出
生
届
が
さ
れ
た
こ
と
、

っ
て
、
幼
児
を
認
知
し
た
父
親
か
ら
家
庭
裁
判
所
に
、
幼
児
の
親
権
者
及
び
監
護
者
を
同
人
及
び
拘
束
者
に
変
更
す
る
審
判
を
求
め
る

こ
れ
が
認
容
さ
れ
て
父
親
の
代
諾
に
よ
り
拘
束
者
と
の
間
で
正
式
な
養
子
緑
組
が
成
立
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
、
右
審
判
事
件
の
解
決
ま
で
の
間
、
暫
定
的
に
拘
束
者
の
下
で
幼
児
を
引
き
続
き
養
育
す
る
の
が
幼
児
の
幸

福
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
母
親
（
請
求
者
）
が
「
親
権
を
保
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
に
頼
っ
て
そ
の
行
使
を
急
ぐ
の
余

り
、
幼
児
の
生
活
環
境
を
屡
々
変
更
し
、
精
神
的
、
肉
体
的
な
危
険
に
さ
ら
す
誤
り
を
犯
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

当
然
」
で
あ
り
、
「
こ
れ
を
予
想
し
な
が
ら
敢
え
て
右
の
危
険
を
意
に
介
し
な
い
と
す
れ
ば
、

う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
判
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
上
告
審
判
決
は
、

お
い
て
は
、
本
件
は
、

人
身
保
護
規
則
四
条
に
い
う
、
拘
束
の
権
限
な
し
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
場
合
に
当
た
ら
な
い

と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
」
る
と
判
示
す
る
に
と
ど
め
、
原
判
決
の
請
求
棄
却
の
結
論
を
維
持
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
事
件
で
は
、

請
求
者
（
母
親
）
に
よ
る
親
権
に
基
づ
く
幼
児
の
引
渡
請
求
が
濫
用
に
わ
た
る
も
の
と
解
す
る
余
地
が
あ
り
、
親
権
者
に
幼
児
を
引
き
渡

す
こ
と
が
明
ら
か
に
そ
の
幸
福
に
反
す
る
と
認
め
得
る
よ
う
な
事
情
の
存
在
す
る
事
案
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的

事
案
に
即
し
た
判
断
が
さ
れ
た
判
決
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

③
 

最
大
判
昭
和
三
三
・
五
・
ニ
八
民
集
―
二
巻
八
号
―
ニ
ニ
四
頁

同
棲
関
係
に
あ
っ
た
日
本
女
性
の
連
れ
子
で
あ
る
幼
児
（
六
歳
。
日
本
国
籍
）
を
養
育
し
て
い
た
米
国
人
男
性
か
ら
、
同
女

性
の
死
亡
後
に
右
幼
児
を
連
れ
去
っ
て
監
護
養
育
し
て
い
る
幼
児
の
祖
父
母
（
同
女
性
の
父
母
）
に
対
し
て
、
幼
児
の
引
渡
し

子
の
監
護
直
を
有
す
る
者
が
監
護
権
を
有
し
な
い
者
に
対
し
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引

渡
し
を
請
‘
’
す
る
場
合
に
お
け
る
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性

人
身
保
護
請
求
に
先
立

そ
れ
は
決
し
て
親
権
の
適
正
な
行
使
と
い

理
由
と
し
て
「
原
審
判
示
の
事
実
関
係
の
下
に

考
え
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
説
明
さ
れ
て
い
る
（
注
二
）
。

裁
判
所
は
、
監
護
権
の
所
在
を

(1) 

五
五
八
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と
し
て
、
原
判
決
を
破
棄
し
て
、
事
件
を
原
審
に
差
し
戻
し
た
。

⑱
最
三
小
判
平
成
五

•
1
0

一
九
民
集
四
七
巻
八
号
五

0
九
九
頁

口
最
三
小
判
平
成
五

•
1
0
・
一
九
以
後
に
お
け
る
判
例
の
状
況

⑰ 

—’ 

＇ 五
六

＇ 

を
求
め
た
事
案
。
祖
父
は
幼
児
の
後
見
人
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
上
告
審
判
決
は
、
本
件
拘
束
に
は
違
法
の
顕
著
性
が
な
い

最
三
小
判
昭
和
四
九
・
ニ
・
ニ
六
裁
判
集
民
事
一
―
一
号
一
八
一
頁
（
判
時
七
四
九
号
四
六
頁
、
家
裁
月
報
二
六
巻
六
号
ニ
ニ
頁
）

事
実
上
の
養
親
か
ら
、
未
婚
の
母
（
親
権
者
）
に
対
し
て
幼
児
（
三
歳
）
の
引
渡
し
を
請
求
し
た
事
案
。
幼
児
は
、
請
求
者

ら
が
出
生
直
後
に
引
き
と
っ
て
実
子
と
し
て
出
生
届
を
し
て
養
育
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
審
判
に
よ

り
右
母
親
の
子
と
し
て
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
最
初
に
母
親
が
事
実
上
の
養
親
に
対
し
て
幼
児
の
引

渡
し
を
求
め
る
人
身
保
護
請
求
を
申
し
立
て
た
と
こ
ろ
、
請
求
棄
却
さ
れ
、
上
告
し
た
が
、
上
告
棄
却
に
よ
り
棄
却
判
決
が

確
定
し
た
。
す
る
と
、

母
親
に
対
し
て
、
幼
児
の
引
渡
し
を
求
め
る
人
身
保
護
請
求
を
申
し
立
て
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
請
求
認
容
し
た
原
判
決

を
是
認
し
て
、
上
告
棄
却
。

非
監
護
権
者
か
ら
監
護
権
者
に
対
す
る
人
身
保
護
法
に
基
づ
く
幼
児
の
引
渡
請
求
に
お
い
て
、
判
例
は
、
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性
の

判
断
基
準
に
つ
い
て
明
確
に
判
示
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
監
護
権
者
か
ら
非
監
護
権
者
に
対
す
る
請
求
に
お
い
て
判
例
の
明

ら
か
に
し
て
い
る
前
記
の
よ
う
な
判
断
基
準
に
照
ら
せ
ば
、

て
、
非
監
護
権
者
か
ら
の
請
求
を
認
容
す
べ
き
も
の
と
す
る
見
解
を
採
っ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
（
注
四
）
。

な
お
、
判
例
⑰
は
、
事
実
上
の
養
親
（
非
監
護
権
者
）
か
ら
未
婚
の
母
（
親
権
者
）
に
対
す
る
請
求
を
認
容
し
た
原
判
決
を
是
認
し
た

も
の
で
あ
る
が
、

右
判
決
に
お
い
て
は
、

天
野
裁
判
官
の
補
足
意
見
が
、
母
親
（
親
権
者
）
が
確
定
し
た
司
法
判
断
に
敢
え
て
逆
ら
っ
て

幼
児
を
実
力
で
奪
取
し
、
事
実
上
の
養
親
（
非
監
護
権
者
）
の
申
し
立
て
た
人
身
保
護
請
求
の
手
続
に
お
い
て
も
、
幼
児
の
拘
束
場
所
を

明
ら
か
に
す
べ
き
旨
の
裁
判
所
の
命
令
に
応
じ
な
い
と
い
う
状
況
が
、
親
権
の
行
使
と
し
て
の
正
当
な
限
度
を
超
え
る
も
の
と
指
摘
し

-
l
l
i
'
’
,＇
ー

た
上
、
事
件
の
最
終
的
解
決
が
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
監
護
者
の
指
定
の
審
判
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
右
判
決
が
請

求
認
容
の
原
判
決
を
是
認
し
た
の
は
、
右
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し
た
上
で
の
判
断
と
解
す
る
余
地
が
あ
る
。
右
事
件
は
、
親
権
者
が
、

先
行
の
人
身
保
護
請
求
事
件
に
お
け
る
上
告
審
判
決
に
逆
ら
っ
て
、
家
庭
裁
判
所
の
審
判
に
よ
る
紛
争
の
最
終
的
解
決
を
待
つ
こ
と
な

く
、
敢
え
て
早
急
に
実
力
に
よ
り
幼
児
を
奪
取
し
た
と
い
う
、
拘
束
者
の
手
続
違
反
の
側
面
が
重
視
さ
れ
た
事
案
と
い
う
こ
と
も
で
き
、

具
体
的
事
案
に
即
し
た
判
断
の
さ
れ
た
判
決
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
（
注
五
）
。

妻
か
ら
別
居
中
の
夫
及
び
そ
の
両
親
に
対
し
て
幼
児
ら
（
三
歳
、
四
歳
）
の
引
渡
し
を
求
め
た
事
案
。
原
判
決
が
請
求
認
容

し
た
と
こ
ろ
、
上
告
審
判
決
は
、
次
の
と
お
り
判
示
し
た
上
、
当
該
事
案
に
お
い
て
は
、
幼
児
ら
が
拘
束
者
ら
の
監
護
の
下

に
置
か
れ
る
よ
り
も
、
請
求
者
に
監
護
さ
れ
る
こ
と
が
そ
の
幸
福
に
適
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い

「
夫
婦
の
一
方
（
請
求
者
）
が
他
方
（
拘
束
者
）
に
対
し
、
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
、

請
求
し
た
場
合
に
は
、
夫
婦
の
い
ず
れ
に
監
護
さ
せ
る
の
が
子
の
幸
福
に
適
す
る
か
を
主
眼
と
し
て
子
に
対
す
る
拘
束
状
態

の
当
不
当
を
定
め
、

そ
の
請
求
の
許
否
を
決
す
べ
き
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
四
二
年
切
第
一
四
五
五
号
同
四
三
年
七
月
四
日
第
一

小
法
廷
判
決
・
民
集
二
二
巻
七
号
一
四
四
一
頁
）
。

束
が
権
限
な
し
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
（
人
身
保
護
規
則
四
条
参
照
）
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
右
幼

児
が
拘
束
者
の
監
護
の
下
に
置
か
れ
る
よ
り
も
、
請
求
者
に
監
護
さ
れ
る
こ
と
が
子
の
幸
福
に
適
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る

こ
と
を
要
す
る
も
の
、

こ
れ
に
不
服
な
母
親
（
親
権
者
）
が
実
力
に
よ
り
幼
児
を
奪
取
し
た
の
で
、
事
実
上
の
養
親
か
ら
逆
に

こ
の
場
合
に
は
、
監
護
権
者
に
よ
る
監
護
が
著
し
く
不
当
な
と
き
に
限
っ

共
同
親
権
に
服
す
る
幼
児
の
引
渡
し
を

そ
し
て
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
拘
束
者
に
よ
る
幼
児
に
対
す
る
監
護
・
拘

い
い
か
え
れ
ば
、
拘
束
者
が
右
幼
児
を
監
護
す
る
こ
と
が
子
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る

子
の
監
護
権
を
有
す
る
者
が
監
護
権
を
有
し
な
い
者
に
対
し
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引

渡
し
を
請
求
す
る
場
合
に
お
け
る
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性

と
し
て
、
請
求
棄
却
し
た
原
判
決
を
是
認
し
て
、
上
告
棄
却
。

五
六
〇

;
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子
の
監
護
権
を
有
す
る
者
が
監
護
権
を
有
し
な
い
者
に
対
し
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引

⑫
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
に
お
け
る
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性

⑲ 

利
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て

I
I
l
!
'ー
ー

'

右
監
護
が

な
い
。
」

五
六

J

の
理
は
、
子
が
生
後
一
年
未
満
の
乳
児
で
あ
る

ー

ー

：

.•• 

l
.
'
●

』

ヽ

-

ム

-

]

＿＿
t

．哀＇．．
 

喜
f
{
[
'
[
9

『い

:9..f,-．？-`
乳
1
.
‘
`
,＂

•r.,J ,＇`‘ 

ふ―

-l$r?＇了

r

、

L.,.”

こ
と
を
要
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
前
記
判
決
参
照
）
。
け
だ
し
、
夫
婦
が
そ
の
間
の
子
で
あ
る
幼
児
に
対
し
て
共
同
で

親
権
を
行
使
し
て
い
る
場
合
に
は
、
夫
婦
の
一
方
に
よ
る
右
幼
児
に
対
す
る
監
護
は
、
親
権
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、
特
段

の
事
情
が
な
い
限
り
、
適
法
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
右
監
護
・
拘
束
が
人
身
保
護
規
則
四
条
に
い
う
顕
著
な
違
法
性
が

あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、
右
監
護
が
子
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

前
述
の
と
お
り
、
夫
婦
間
（
共
同
親
権
者
間
）
に
お
け
る
幼
児
の
引
渡
請
求
に
お
い
て
は
、
判
例
は
、
従
来
、
最
一
小
判
昭
和
四
三
・

七
・
四
（
判
例
②
）

の
明
ら
か
に
し
た
「
夫
婦
の
い
ず
れ
に
監
護
さ
せ
る
の
が
幼
児
の
幸
福
に
適
す
る
か
を
主
眼
と
し
て
」
引
渡
請
求
の

許
否
を
決
す
べ
き
も
の
と
す
る
判
断
基
準
に
従
っ
た
判
断
を
示
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
（
判
例
②
ー
⑧
参
照
）
、
最
三
小
判
平
成
五
・
一

0
．
一
九
（
「
平
成
五
年
判
決
」
。
判
例
⑱
）

は
、
「
夫
婦
の
一
方
が
他
方
に
対
し
、

渡
し
を
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
、
幼
児
に
対
す
る
他
方
の
配
偶
者
の
監
護
に
つ
き
拘
束
の
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、

一
方
の
配
偶
者
の
監
護
に
比
べ
て
、

有
す
る
審
判
前
の
保
全
処
分
の
制
度
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、

人
身
保
護
法
に
基
づ
き
共
同
親
権
に
服
す
る
幼
児
の
引

子
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
」
旨
を
判
示
し
、

こ
と
に
、
他
方
の
親
権
行
使
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
点
に
お
い
て
違
法
性
が
存
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、

準
と
す
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
右
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

そ
の
後
の
判
例
⑳
が
判
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
平
成
五
年
判
決
（
判
例
⑱
）
．
の
判
断
基
準
を
適
用
し
た
場
合
、

の
手
続
に
任
せ
よ
う
と
す
る
意
図
を
背
景
と
し
て
い
る
と
の
説
明
も
さ
れ
て
い
る
（
注
八
）
。

例
⑲
⑳
）
が
続
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
判
例
⑱
の
後
に
お
け
る
判
例
の
状
況
を
概
観
す
る
。

九
号
同
年
一

0
月
一
九
日
第
三
小
法
廷
判
決
・
民
集
四
七
巻
八
号
登
載
予
定
）
、

五
六

人
身
保

護
法
に
基
づ
く
救
済
の
前
提
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
拘
束
の
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
」
と
い
う
要
件
の
点
か
ら
、
同
法
に
基
づ
く
幼
児
の

引
渡
し
の
請
求
が
許
さ
れ
る
場
合
を
限
定
し
た
も
の
で
あ
る
（
注
六
）
。
民
法
は
、
婚
姻
中
は
夫
婦
が
共
同
し
て
親
権
を
行
う
旨
を
規
定
し

て
お
り
（
民
法
八
一
八
条
三
項
）
、
夫
婦
が
別
居
し
、
婚
姻
関
係
が
破
綻
し
て
い
る
と
し
て
も
、
離
婚
し
て
い
な
い
限
り
は
、
夫
婦
各
人
は

そ
れ
ぞ
れ
親
権
に
基
づ
き
子
を
監
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
監
護
は
正
当
な
権
限
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、

違
法
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
仮
に
、
夫
婦
の
一
方
が
共
同
親
権
を
有
す
る
他
方
の
意
思
に
反
し
て
独
占
的
に
子
を
監
護
す
る

人
身
保
護
法

の
適
用
を
認
め
得
る
ほ
ど
に
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
（
注
七
）
。
右
判
決
が
、
夫
婦
間
に
お
い
て
共
同
親
権
に
服

す
る
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
単
に
夫
婦
間
で
子
の
監
護
に
関
す
る
条
件
の
相
対
的
優
劣
の
比
較
を
行
う
こ
と

に
よ
り
判
断
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
拘
束
者
が
幼
児
を
監
護
す
る
こ
と
が
子
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
こ
と
を
判
断
基

共
同
親
権
者
間
に
お
け

る
幼
児
の
引
渡
請
求
に
お
い
て
、
拘
束
の
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
例
外
的
な
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
人
身
保

護
制
度
に
よ
る
救
済
の
途
は
事
実
上
か
な
り
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
昭
和
五
五
年
の
家
事
審
判
法
の
改
正
に
よ
り
、
執
行
力
を

子
の
監
護
を
め
ぐ
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
家
庭
裁
判
所
の
手
続
を

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
判
例
⑱
は
、
右
の
よ
う
な
紛
争
を
む
し
ろ
家
庭
裁
判
所

そ
し
て
、
そ
の
後
、
平
成
五
年
判
決
（
判
例
⑱
）
の
判
示
し
た
判
断
基
準
に
よ
り
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性
の
判
断
を
行
っ
た
判
決
（
判

最
三
小
判
平
成
六
・
ニ
・
八
裁
判
集
民
事
一
七
一
号
四
三
三
頁
（
判
時
一
五
0
二
号
一

0
四
頁
、
判
夕
八
五
六
号
二

0
二
頁
）

妻
か
ら
別
居
中
の
夫
に
対
し
て
乳
児
（
六
月
）
の
引
渡
し
を
求
め
た
事
案
。
上
告
審
判
決
は
、
次
の
と
お
り
判
示
し
、
請
求

を
認
容
し
た
原
判
決
を
破
棄
し
て
、
事
件
を
原
審
に
差
し
戻
し
た
。

「
夫
婦
の
一
方
が
他
方
に
対
し
、
人
身
保
護
法
に
茎
づ
き
、
共
同
親
権
に
服
す
る
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
…
…
に

お
い
て
、
夫
婦
の
他
方
に
よ
る
幼
児
の
監
護
・
拘
束
が
権
限
な
し
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、

そ
の
監
護
・
拘
束
が
子
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
て
（
最
高
裁
平
成
五
年
③
第
六
〇
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子
の
監
護
権
を
有
す
る
者
が
監
護
権
を
有
し
な
い
者
に
対
し
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引

⑫
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
に
お
け
る
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性

認
す
る
こ
と
が
で
き
」
る
。

⑳ 

9言
m
-
I
l
-
u
l
4
=
L

言=』:；,＇
-l言』F丁一
’:]lI_
_
 

⑳ 

最
三
小
判
平
成
六
•
四
・
ニ
六
民
集
四
八
巻
三
号
九
九
二
頁

妻
か
ら
別
居
中
の
夫
に
対
し
て
幼
女
ら
（
八
歳
、
六
歳
）
の
引
渡
し
を
求
め
た
事
案
。
上
告
審
判
決
は
、
次
の
と
お
り
判
示

し
、
請
求
を
認
容
し
た
原
判
決
を
破
棄
し
て
、
事
件
を
原
審
に
差
し
戻
し
た
。

「
夫
婦
の
一
方
（
請
求
者
）
が
他
方
（
拘
束
者
）
に
対
し
、

人
身
保
護
法
に
基
づ
き
、
共
同
親
権
に
服
す
る
幼
児
の
引
渡
し
を

請
求
し
た
場
合
に
お
い
て
、
拘
束
者
に
よ
る
幼
児
に
対
す
る
監
護
・
拘
束
が
権
限
な
し
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る

（
人
身
保
護
規
則
四
条
）
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
右
幼
児
が
拘
束
者
の
監
護
の
下
に
置
か
れ
る
よ
り
も
、
請
求
者

の
監
護
の
下
に
置
か
れ
る
こ
と
が
子
の
幸
福
に
適
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
こ
と
、

護
す
る
こ
と
が
、
請
求
者
に
よ
る
監
護
に
比
し
て
子
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
解
さ
れ
る
（
最

高
裁
平
成
五
年
切
第
六
0
九
号
同
年
一

0
月
一
九
日
第
三
小
法
廷
判
決
・
民
集
四
七
巻
八
号
五

0
九
九
頁
）
。

る
と
拘
束
者
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
に
よ
る
幼
児
に
対
す
る
監
護
は
、
親
権
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、

特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
適
法
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
右
の
要
件
を
満
た
す
場
合
と
し
て
は
、
拘
束
者
に
対
し
、
家
事

審
判
規
則
五
二
条
の
二
又
は
五
三
条
に
基
づ
く
幼
児
引
渡
し
を
命
ず
る
仮
処
分
又
は
審
判
が
出
さ
れ
、

質
上
制
限
さ
れ
て
い
る
の
に
拘
束
者
が
右
仮
処
分
な
ど
に
従
わ
な
い
場
合
が
こ
れ
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
更
に
は
、

ま
た
、
幼
児
に
と
っ
て
、
請
求
者
の
監
護
の
下
で
は
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
拘
束
者
の
監
護
の
下
に

お
い
て
は
著
し
く
そ
の
健
康
が
損
な
わ
れ
た
り
、
満
足
な
義
務
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
拘
束
者
の
幼
児
に

対
す
る
処
遇
が
親
権
行
使
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
も
こ
れ
を
容
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
例
外
的
な
場
合
が
こ
れ
に

当
た
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
の
に
、
…
…
結
局
、
原
審
は
、
被
拘
束
者
ら
に
と
っ
て
は
上
告

人
の
下
で
監
護
さ
れ
る
よ
り
被
上
告
人
の
下
で
監
護
さ
れ
る
方
が
幸
福
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
と
は
し
て
い
る
も
の

の
、
そ
の
内
容
は
単
に
相
対
的
な
優
劣
を
論
定
し
て
い
る
に
と
ど
ま
る
」

最
二
小
判
平
成
六
・
七
・
八
裁
判
集
民
事
一
七
二
号
七
五
一
頁
（
判
時
一
五
0
七
号
―
二
四
頁
、
判
夕
八
五
九
号
―
ニ
―
頁
）

妻
か
ら
別
居
中
の
夫
に
対
し
て
幼
女
ら
（
六
歳
、
四
歳
）
の
引
渡
し
を
求
め
た
事
案
。
当
初
、
妻
に
お
い
て
幼
女
ら
を
監
護

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
妻
が
申
し
立
て
た
離
婚
調
停
の
第
一
回
期
日
に
お
い
て
、
夫
が
調
停
委
員
に
対
し
て
、
保
育
園
の
冬
休

み
期
間
中
に
限
り
幼
女
ら
を
夫
に
預
け
る
よ
う
に
妻
を
説
得
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
、

に
よ
り
、
右
調
停
期
日
に
お
い
て
同
趣
旨
の
合
意
が
夫
婦
間
で
成
立
し
た
。

五
六
五

そ
し
て
、
請
求
者
で
あ

そ
の
親
権
行
使
が
実

と
こ
ろ
が
、
夫
が
、
右
合
意
に
反
し
て
約
束
の

期
日
後
も
幼
女
ら
を
妻
の
も
と
に
帰
さ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
妻
に
無
断
で
幼
女
ら
の
住
民
票
を
夫
の
住
所
地
に
移
転
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
妻
が
人
身
保
護
請
求
を
申
し
立
て
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
上
告
審
判
決
は
、
次
の
と
お
り
判
示
し
、

請
求
認
容
し
た
原
判
決
を
是
認
し
て
、
上
告
棄
却
。

「
上
告
人
（
拘
束
者
）
が
調
停
委
員
会
の
面
前
で
そ
の
勧
め
に
よ
っ
て
さ
れ
た
合
意
に
反
し
て
被
拘
束
者
ら
の
拘
束
を
継
続

し
、
被
拘
束
者
ら
の
住
民
票
を
無
断
で
上
告
人
の
住
所
に
移
転
し
た
こ
と
な
ど
の
事
情
に
か
ん
が
み
、
本
件
拘
束
に
は
、
人

身
保
護
法
二
条
、
人
身
保
護
規
則
四
条
に
規
定
す
る
顕
著
な
違
法
性
が
あ
る
も
の
と
し
た
原
審
の
判
断
は
、

用
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

正
当
と
し
て
是

右
の
う
ち
、
判
例
⑲
は
、
平
成
五
年
判
決
（
判
例
⑱
）
の
判
示
し
た
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性
の
判
断
基
準
が
、
乳
幼
児
の
場
合
に
も
適

原
判
決
は
、
被
拘
束
者
は
一
歳
に
満
た
な
い
幼
児
で
あ
る
か
ら
、
母
親

（
請
求
者
）
の
も
と
で
監
護
さ
れ
る
の
が
最
も
自
然
で
幸
福
で
あ
る
と
し
た
が
、
上
告
審
判
決
は
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
、
被
拘
束
者
が

生
後
一
年
未
満
の
乳
児
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
な
お
拘
束
者
ら
に
よ
る
監
護
・
拘
束
が
そ
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白

と
の
一
事
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
」

J

れ
を
い
れ
た
調
停
委
員
会
の
勧
め

ー
ー
，
＇
日

'
i
t

い
い
か
え
れ
ば
、
拘
束
者
が
幼
児
を
監

五
六
四
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原
審
は
、
本
件
に
つ
い
て
も
右
判
断
基
準
を
適
用
し
、
本
件
事
案
に
つ
き
、
「
現
段
階
に
お
い
て
は
、
被
拘
束
者
が
拘
束
者
ら
の
監
護

の
下
に
置
か
れ
る
よ
り
も
、
請
求
者
に
監
護
さ
れ
る
こ
と
が
そ
の
幸
福
に
適
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
換

言
す
れ
ば
、
拘
束
者
ら
が
被
拘
束
者
を
監
護
す
る
こ
と
が
そ
の
幸
福
に
反
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
て
、
親
権
者
に
よ
る
幼
児
の
引
渡
請
求
を
棄
却
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
本
判
決
は
、
前
記
の
と
お
り
、
平
成
五
年
判
決
（
判
例
⑱
）
の
判
断
基
準
は
夫
婦
間
に
お
い
て
共
同
親
権
に
服
す
る

幼
児
の
引
渡
を
請
求
す
る
事
案
に
つ
き
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
監
護
権
者
か
ら
非
監
護
権
者
に
対
し
て
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求

す
る
場
合
に
は
、
右
判
断
基
準
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
こ
の
場
合
に
は
、
幼
児
を
請
求
者
（
監
護
権
者
）
の
監

護
の
下
に
置
く
こ
と
が
、
拘
束
者
（
非
監
護
権
者
）
の
監
護
の
下
に
置
く
こ
と
に
比
べ
て
子
の
幸
福
の
観
点
か
ら
著
し
く
不
当
な
も
の
で

な
い
限
り
、
監
護
権
者
の
請
求
を
認
容
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
判
示
し
て
、
原
判
決
を
破
棄
し
た
。

平
成
五
年
判
決
（
判
例
⑱
）
の
判
断
基
準
が
、
夫
婦
間
に
お
い
て
共
同
親
権
に
服
す
る
幼
児
の
引
渡
を
請
求
す
る
事
案
に
つ
き
適

用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
右
判
決
自
身
に
お
い
て
明
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

児
に
対
す
る
監
護
は
、
親
権
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
適
法
で
あ
り
、

る
監
護
・
拘
束
に
顕
著
な
違
法
性
が
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、

三
小
判
平
成
六
•
四
・
ニ
六
（
判
例
⑳
）
に
お
い
て
も
、
再
度
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
監
護
権
者
か
ら
非
監
護
権
者
に
対
し
て
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
に
は
、
請
求
者
に
よ
る
監
護
が
親
権
等

に
基
づ
く
も
の
と
し
て
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
適
法
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
拘
束
者
に
よ
る
監
護
は
権
限
な
し
に
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
共
同
親
権
者
間
に
お
け
る
引
渡
請
求
の
場
合
と
は
、
全
く
事
情
が
異
な
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
判
決

口
こ
の
場
合
に
は
、
被
拘
束
者
（
幼
児
）
を
請
求
者
（
監
護
権
者
）
の
監
護
の
下
に
置
く
こ
と
が
、
拘
束
者
（
非
監
護
権
者
）
の
監
護
の

子
の
監
護
権
を
有
す
る
者
が
監
護
権
を
有
し
な
い
者
に
対
し
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引

渡
し
を
請
求
す
る
場
合
に
お
け
る
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性
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に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
、
問
題
と
な
っ
た
。

九
（
判
例
⑱
）
が
、
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性
の
判
断
基
準
と
し
て
、

幼
児
の
引
渡
し
請
求
の
許
否
を
判
断
す
る
判
決
が
相
次
い
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
判
例
⑲
⑳
）
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
に
お
い
て
、
本

件
人
身
保
護
請
求
が
申
し
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
件
で
は
、
夫
婦
間
に
お
け
る
幼
児
の
引
渡
請
求
の
事
案
に
つ
い
て
明
ら
か

に
さ
れ
た
平
成
五
年
判
決
（
判
例
⑱
）
の
判
断
基
準
が
、
親
権
者
（
監
護
権
者
）
か
ら
事
実
上
の
監
護
者
（
非
監
護
権
者
）
に
対
す
る
請
求

（一） 2
 

ま
た
、
判
例
⑳
は
、
平
成
五
年
判
決
（
判
例
⑱
）
の
明
ら
か
に
し
た
判
断
基
準
を
適
用
し
て
拘
束
の
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
と
さ
れ
る

拘
束
者
の
親
権
の
行
使
が
家
庭
裁
判
所
の
審
判
又
は
審
判
前
の
保
全
処

分
に
よ
り
実
質
上
制
限
さ
れ
て
い
る
の
に
拘
束
者
が
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
、
②

い
う
観
点
か
ら
も
容
認
で
ぎ
な
い
よ
う
な
例
外
的
な
場
合
、

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
判
例
⑳
は
、
夫
婦
間
に
お
い
て
共
同
親
権
に
服
す
る
幼
児
の
引
渡
請
求
を
認
容
し
た
原
判
決
を
是
認
し
た
も
の
で

あ
る
が
、

そ
こ
で
は
、
平
成
五
年
判
決
（
判
例
⑱
）
の
判
断
茎
準
を
用
い
て
の
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性
に
つ
い
て
の
判
断
は
、
行
わ
れ
て

い
な
い
。
判
例
＠
の
重
視
す
る
の
は
、
拘
束
者
が
離
婚
調
停
に
お
い
て
調
停
委
員
会
の
面
前
で
そ
の
勧
め
に
よ
っ
て
さ
れ
た
合
意
に
反

し
て
幼
児
を
拘
束
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
り
、
拘
束
者
が
裁
判
所
が
関
与
し
た
合
意
に
反
す
る
明
白
な
手
続
違
反
を
犯
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
自
体
に
、

（
注
九
）
。

人
身
保
護
規
則
四
条
に
規
定
す
る
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性
が
あ
る
と
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う

本
判
決
の
考
え
方

前
記
の
と
お
り
、
夫
婦
間
に
お
け
る
人
身
保
護
法
に
基
づ
く
幼
児
の
引
渡
し
請
求
に
つ
い
て
、
最
三
小
判
平
成
五

・
I
O
・

I
 

場
合
を
具
体
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
で
は
、
①

で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
し
た
。

t
l

「

9い
1
1・

9,r

五
六
七

明
白
性
の
要
件
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
、
右
判
断
基
準
に
従
っ
て

そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
幼
児
に
対
す

明
白
性
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
最

こ
の
場
合
に
は
、
夫
婦
の
一
方
に
よ
る
幼

'配
E
――

ー

拘
束
者
の
幼
児
に
対
す
る
処
遇
が
親
権
の
行
使
と

五
六
六
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こ
と
が
で
き
よ
う
。

五
六
九

い
う
べ
き
で
あ
る
。
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下
に
置
く
こ
と
に
比
べ
て
子
の
幸
福
の
観
点
か
ら
著
し
く
不
当
な
も
の
で
な
い
限
り
、
非
監
護
権
者
に
よ
る
拘
束
は
権
限
な
し
に
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
場
合
（
人
身
保
護
規
則
四
条
）
に
該
当
し
、
監
護
権
者
の
請
求
を
認
容
す
べ
き
も
の
と
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
と
判
示
し
た
が
、
本
判
決
が
判
決
理
由
中
に
判
例
⑪
⑫
⑮
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

立
場
と
同
様
の
見
解
を
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
件
事
案
に
お
い
て
は
、
請
求
者

X
は、

N
（
幼
児
）
の
母
親
で
あ
り
、
親
権
者
と
し
て
監
護
権
を
有
す
る
者
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
拘
束
者

Yl
は
血
縁
上
は

Z
と
の
間
に
父
子
関
係
を
有
す
る
と
は
い
え
、
い
ま
だ
に
認
知
を
し
て
お
ら
ず
、
法
律
上
父
と
し
て

の
権
利
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、

YI
の
妻
で
あ
る
拘
束
者
兄
は
、

N
と
は
血
縁
関
係
を
有
せ
ず
、
単
に

Yl
の
依
頼
に
基
づ
い

て
そ
の
監
護
を
行
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、

Y
l
5
に
よ
る

z
の
監
護
は
、
法
律
上
の
監
護
権
に
基
づ
く
も
の
と
い
う

こ
と
が
で
き
な
い
。

Yl
と
し
て
は
、

zを
監
護
養
育
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
来
、

し
家
庭
裁
判
所
の
審
判
に
よ
り

z
の
親
権
者
と
な
る
手
続
を
踏
む
べ
き
も
の
で
あ
る
（
民
法
八
一
九
条
四
項
ー
六
項
）
。
本
件
に
お
け
る

Yl

5
は
事
実
上

zを
監
護
養
育
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
本
件
で
は
、

N
の
監
護
に
つ
い
て
、

X
は

y
ら
に
比
べ
て
経
済
的
な

面
に
お
い
て
劣
る
点
が
あ
る
も
の
の
、

zを
認
知
し
た
上
で
、

zに
対
す
る
愛
情
及
び
監
護
意
欲
の
点
に
お
い
て
は
優
る
と
も
劣
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
か

ら
、
本
判
決
が

X
の
請
求
を
認
容
す
べ
き
こ
と
を
判
示
し
て
い
る
の
は
、
当
然
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
（
注
一
0
)
。

X
と
の
協
議
な
い

本
件
は
、
離
婚
し
た
夫
婦
間
や
、
認
知
を
し
た
父
親
と
母
親
と
の
間
に
お
け
る
請
求
で
は
な
く
、
親
権
者
か
ら
単
な
る
事
実
上

の
監
護
者
に
対
す
る
請
求
に
該
当
す
る
事
案
で
あ
る
が
、
本
判
決
が
判
示
す
る
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性
の
判
断
基
準
は
、
離
婚
し
た
夫

婦
等
の
間
に
お
け
る
請
求
を
含
め
、
監
護
権
者
か
ら
非
監
護
権
者
に
対
す
る
幼
児
の
引
渡
請
求
一
般
に
つ
い
て
妥
当
す
る
も
の
と
解
さ

れ
る
（
注
二
）
。

す
な
わ
ち
、
従
来
の
判
例
に
お
い
て
は
、
離
婚
し
た
夫
婦
間
に
お
け
る
請
求
の
事
案
（
判
例
⑪
⑫
⑭
）
や
内
縁
関
係
の
男
女
間
に
お
け

る
請
求
の
事
案
（
判
例
⑬
）
と
、
親
権
者
か
ら
事
実
上
の
監
護
者
に
対
す
る
請
求
の
事
案
（
判
例
⑮
）
と
の
間
で
、
判
示
す
る
内
容
に
異

な
る
点
は
見
あ
た
ら
ず
、
こ
れ
ら
を
区
別
し
て
論
じ
て
い
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
（
こ
の
こ
と
は
、
判
例
⑮
の
判
決
理
由
中
に
判
例
⑪

⑫
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
）
。
本
判
決
は
判
決
理
由
中
に
判
例
⑪
⑫
⑮
を
引
用
し
て
い
る
も
の
で
あ

こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
従
来
の
判
例
の
立
場
と
同
様
に
、
監
護
権
者
か
ら
非
監
護
権
者
に
対
す
る
請
求
に
つ
い
て
、
離
婚
し
た

夫
婦
間
に
お
け
る
請
求
と
そ
れ
以
外
の
も
の
と
を
区
別
せ
ず
に
論
ず
る
立
場
を
採
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
判
例
⑳
は
、

他
方
の
配
偶
者
（
拘
束
者
）
の
親
権
の
行
使
が
実
質
上
制
限
さ
れ
て
い
る
の
に
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
、
拘
束
の
違
法
性
が
顕
著
で

あ
る
と
し
て
引
渡
請
求
が
許
さ
れ
る
と
判
示
し
、
婚
姻
中
の
夫
婦
間
に
お
い
て
も
家
庭
裁
判
所
の
審
判
等
に
よ
り
親
権
の
行
使
が
制
限

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

人
身
保
護
法
に
よ
る
救
済
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
へ

婦
間
に
お
い
て
親
権
者
が
そ
の
一
方
に
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
本
判
決
は
、
従
来
の
判
例
と
同
様
、

な
お
、
本
件
で
は
、

な
お
の
こ
と
、

そ
う
で
あ
れ
ば
、
離
婚
し
た
夫

人
身
保
護
法
に
よ
る
引
渡
請
求
は
許
さ
れ
る
と

監
護
権
者
か
ら
非
監
護
権
者
に
対
す
る
請
求
に
つ
い
て
は
、
離
婚

し
た
夫
婦
間
に
お
け
る
請
求
の
場
合
と
事
実
上
の
監
護
者
に
対
す
る
請
求
の
場
合
と
を
区
別
せ
ず
に
、
同
様
に
取
り
扱
う
見
解
を
採
っ

て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
離
婚
し
た
父
母
間
や
、
認
知
し
た
父
親
と
母
親
の
間
の
請
求
の
場
合
に
は
、
請
求
者
、
拘
束

者
と
幼
児
と
の
身
分
上
の
関
係
は
、
拘
束
の
違
法
性
の
顕
著
性
（
幼
児
を
請
求
者
の
監
護
の
下
に
置
く
こ
と
が
、
拘
束
者
の
監
護
の
下
に
置
く

こ
と
に
比
べ
て
子
の
幸
福
の
観
点
か
ら
著
し
く
不
当
な
も
の
か
ど
う
か
）
の
判
断
の
際
に
、
事
情
の
一
っ
と
し
て
考
虐
宗
り
対
象
と
な
る
と
い
う

X
か
ら
本
件
人
身
保
護
請
求
の
申
立
て
が
さ
れ
る
直
前
に
、

Y
l
5
は
、
家
庭
裁
判
所
に
対
し
て
、

特
別
養
子
縁
組
の
申
立
て
を
し
て
い
る
。
本
件
に
お
け
る

Y
ら
の
特
別
養
子
縁
組
の
申
立
て
は
、

子
の
監
護
暉
を
有
す
る
者
が
監
護
権
を
有
し
な
い
者
に
対
し
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引

渡
し
を
請
‘
’
す
る
場
合
に
お
け
る
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性

zと
の

X
か
ら
の
人
身
保
護
請
求
の
申
立
て

（四） 国

こ
れ
は
従
来
の
判
例
の

五
六
八



釘
子
の
監
護
権
を
有
す
る
者
が
監
護
権
を
有
し
な
い
者
に
対
し
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引

⑫
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
に
お
け
る
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性

（
注
九

（
注
八
）

（
注
七 号

一
三
頁
は
、
判
例
及
ぴ
実
務
の
大
勢
は
、
こ
の
よ
う
な
立
場
を
採
っ
て
い
る
も
の
と
述
べ
る
。

（
注
五
）
ー
最
三
小
判
昭
和
四
九
・
ニ
・
ニ
六
（
判
例
⑰
）
は
、
「
未
婚
の
母
事
件
」
と
し
て
、
当
時
、
社
会
的
に
も
注
目
を
集
め
た
事
件
で
あ
る
。

右
事
件
は
、
原
審
に
差
し
戻
さ
れ
た
後
、
当
事
者
間
に
お
い
て
幼
児
を
母
親
が
養
育
監
護
す
る
内
容
の
調
停
が
成
立
し
て
い
る
。
右
判
決
の

評
釈
と
し
て
、
川
井
健
・
昭
和
四
九
年
度
重
要
判
例
解
説
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
九

0
号
）
八
三
頁
、
島
津
一
郎
・
判
例
評
論
一
九
九
号

1
0
頁

（
判
例
時
報
七
八
三
号
一
四

0
頁
）
が
あ
る
。

（
注
六
）
最
三
小
判
平
成
五

・
I
O
・

―
九
（
判
例
⑱
）
の
見
解
の
内
容
、
従
来
の
判
例
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
は
、
右
判
決
に
つ
い
て
の
大

内
俊
身
調
査
官
の
解
説
（
最
高
裁
判
例
解
説
民
事
篇
平
成
五
年
度
〔
41
事
件
〕
九
ニ
ニ
頁
以
下
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
解
説
に
お
け
る
従

来
の
判
例
の
分
析
も
、
同
調
査
官
の
解
説
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

本
沢
巳
代
子
・
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
一
九
九
五
年
（
上
）
〔
法
律
時
報
別
冊
〕
八
四
頁
。

大
内
俊
身
•
最
高
裁
判
例
解
説
民
事
篇
平
成
五
年
度
〔4
1事
件
〕
九
二
八
頁
。

最
三
小
判
昭
和
四
九
・
ニ
・
ニ
六
（
判
例
⑰
）
に
お
い
て
は
、
拘
束
者
（
母
親
）
が
確
定
し
た
司
法
判
断
に
敢
え
て
逆
ら
っ
て
幼
児

（
注
四

（
注
一
）

J

と
が
で
き
る
。

を
予
想
し
た
上
で
、
あ
ら
か
じ
め
自
己
に
有
利
な
事
情
と
し
て
特
別
養
子
縁
組
の
申
立
て
の
事
実
を
作
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

護
手
続
を
有
利
に
進
行
さ
せ
よ
う
と
意
図
し
て
の
こ
と
か
（
注
―
二
）
、
あ
る
い
は
特
別
養
子
縁
組
の
実
現
に
よ
り

zを
X
か
ら
完
全
に
切

り
離
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

zの
監
護
を
巡
る
紛
争
を
一
方
的
に
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
、

も
、
特
別
養
子
制
度
の
本
来
の
趣
旨
に
沿
う
も
の
で
は
な
く
、
濫
用
的
な
色
彩
の
濃
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
特
別
養
子

縁
組
の
成
立
に
は
幼
児
の
父
母
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
（
民
法
八
一
七
条
の
六
本
文
）
、
本
件
で
は
、

る
こ
と
は
到
底
考
え
ら
れ
ず
、

父
母
の
同
意
を
不
要
と
す
る
要
件
（
同
条
た
だ
し
書
）
も
満
た
さ
な
い
か
ら
、

が
成
立
す
る
余
地
の
な
い
事
案
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
は
、

Y
ら
に
よ
る
特
別
養
子
縁
組
の
申
立
て
は
、

N
を

X
の
監
護
の
下
に
置

く
こ
と
が

Ylyzの
監
護
の
下
に
置
く
こ
と
に
比
べ
て
著
し
く
不
当
な
も
の
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
際
に
、
考
慮
さ
れ
る
べ
き
事
情
に
当

本
判
決
が
、

X
か
ら
の

N
の
引
渡
請
求
の
当
否
に
つ
い
て
の
判
断
に
お
い
て
、

ら
言
及
し
て
い
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
判
決
は
、
平
成
五
年
判
決
（
判
例
⑱
）
の
判
断
基
準
が
適
用
さ
れ
る
範
囲
を
明
ら
か
と
し
、
監
護
権
者
か
ら
非
監
護
権
者
に
対

す
る
請
求
は
そ
の
射
程
外
に
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
上
で
、
こ
の
場
面
に
お
い
て
は
、
従
来
の
判
例
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
拘

束
の
顕
著
な
違
法
性
の
判
断
基
準
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

五
七

人
身
保

zの
母
で
あ
る

X
が
同
意
す

そ
も
そ
も
特
別
養
子
縁
組

本
判
決
は
、
最
三
小
判
平
成
五
·
I
O
·
一
九
（
判
例
⑱
）
及
び
最
三
小
判
平
成
六
•
四
·
二
六
（
判
例
⑳
）
と
共
に
、
幼
児
の
引
渡

し
を
求
め
る
人
身
保
護
請
求
事
件
に
お
い
て
、
今
後
の
裁
判
実
務
の
指
針
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
と
い
う

.
／
：

9
:と
|
•
―

,
9
:
~
~
k

［I
I
I
I
|
l
ー
し

（
注
二
）

（
注
三
）

丹
野
達
「
人
身
保
護
事
件
と
し
て
の
子
の
引
渡
請
求
の
実
際
」
家
裁
月
報
三
二
巻
六
号
ー
ニ
頁
参
照
。

丹
野
達
•
前
掲
論
文
・
家
裁
月
報
三
二
巻
六
号
―
二
頁
。

島
津
一
郎
・
判
例
評
論
一
九
九
号
一
五
頁
（
判
例
時
報
七
八
三
号
一
四
五
頁
）
は
、
判
例
⑪
⑫
の
事
案
に
お
い
て
、
親
権
者
が
幼
児

を
手
放
す
こ
と
に
つ
い
て
同
意
し
て
い
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
同
意
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
事
案
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
判
例
⑨
の
事
案
に
お

い
て
は
、
親
権
者
で
あ
る
母
親
が
、
幼
児
を
手
放
し
て
拘
束
者
の
下
で
養
育
監
護
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
し
て
い
た
点
を
、
重
視
す
べ
き

も
の
と
す
る
。

前
掲
最
一
小
判
昭
和
四
三
・
七
•
四
（
判
例
②
）
の
解
説
（
最
高
裁
判
例
解
説
民
事
篇
昭
和
四
三
年
度
〔
5
8事
件
〕
）
に
お
い
て
、
柳

川
俊
一
調
査
官
は
、
「
法
律
上
監
護
権
を
有
し
な
い
者
か
ら
監
護
権
を
有
す
る
者
に
対
す
る
請
求
は
、
そ
の
養
育
監
護
が
甚
だ
し
く
不
当
な
と

き
に
限
っ
て
、
容
認
さ
れ
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る
（
同
解
説
五
二
六
頁
）
。
な
お
、
丹
野
達
・
前
掲
論
文
・
家
裁
月
報
三
二
巻
六

（六）
た
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
注
一
三
）
。

Y
ら
に
よ
る
特
別
養
子
縁
組
の
申
立
て
に
関
し
て
何

五
七
〇

い
ず
れ
に
し
て



〔28〕
号）

99．ー：
を
実
力
で
奪
取
し
、
人
身
保
護
手
続
に
お
い
て
も
、
幼
児
の
拘
束
場
所
を
明
ら
か
に
す
べ
き
旨
の
裁
判
所
の
命
令
に
応
じ
な
い
と
い
う
状
況

が
、
親
権
の
行
使
と
し
て
の
正
当
な
限
度
を
超
え
る
も
の
と
判
断
さ
れ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
判
例
＠
の
判
示
す
る
内
容

は

、

判

例

⑰

と

共

通

す

る

点

が

あ

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

．

（注一

0
)

な
お
、
本
件
事
案
で
は
、
当
初
、

X
と
Ylと
の
間
に
、

X
が
生
活
基
盤
を
整
え
る
ま
で
の
間
、

Yl
が
一
時
的
に

zを
預
か
る
旨
の

合
意
が
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て

X
か
ら

Yl
に

zが
引
き
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

X
が
就
職
し
住
居
を
確
保
し
て

zの
引
渡
し
を
求
め
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

Yl
が
こ
れ
を
許
否
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

X
Y
l間
に
お
け
る
当
初
の
一
時
的
監
護
委
託
の
合
意
は
、
既
に
解
消
し
て
い

（
注
―
―
)

こ
れ
に
対
し
て
、
山
口
純
夫
・
判
例
セ
レ
ク
ト
面
（
法
学
教
室
一
八
六
号
別
冊
付
録
）
二
六
頁
は
、
同
じ
く
監
護
権
者
か
ら
非
監

護
権
者
に
対
し
て
幼
児
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
事
案
と
い
っ
て
も
、
離
婚
し
た
夫
婦
間
に
お
い
て
親
権
者
か
ら
他
の
一
方
に
対
す
る
請
求
と
、

親
権
者
か
ら
事
実
上
の
監
護
者
に
対
す
る
請
求
と
で
は
、
性
質
を
異
に
す
る
か
ら
、
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性
の
判
断
に
お
い
て
異
な
る
取
扱

い
を
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
離
婚
し
た
夫
婦
間
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
平
成
五
年
判
決
（
判
例
⑱
）
の
判
断
基
準
を
適
用
す
る
こ
と
を
提

唱
す
る
。

（
注
―
二
）

原
判
決
は
、
「

Ya及
び
二
人
の
子
供
と

zと
の
間
で

z
の
精
神
的
安
定
が
長
期
的
に
保
障
さ
れ
る
か
疑
問
が
な
い
で
は
な
い
が
、
和

歌
山
家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
特
別
養
子
縁
組
の
審
判
が
現
在
係
属
中
で
あ
り
、
長
期
的
な
判
断
は
十
分
な
調
査
機
構
を
備
え
た
家
庭
裁
判
所

の
判
断
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
て
お
り
、

Y
ら
に
よ
る
特
別
養
子
縁
組
の
申
立
て
を
、
人
身
保
護
法
に
基
づ
く
引
渡
命
令

の
発
令
を
抑
制
す
べ
き
事
情
の
一
っ
と
し
て
考
慮
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
原
審
に
お
い
て
は
、

Y
ら
の
特
別
養
子
縁

組
申
立
て
の
意
図
は
、
奏
功
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
注
一
三
）

佐
藤
義
彦
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
七
八
号
六
一
頁
は
、
特
別
養
子
縁
組
に
お
け
る
試
験
養
育
（
民
法
八
一
七
条
の
八
）
と
し
て
の
幼

児
の
監
護
と
、
人
身
保
護
請
求
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
言
及
し
て
い
る
。
試
験
養
育
は
通
常
、
養
子
と
な
る
子
の
父
母
と
養
親
と
な
る
者

の
合
意
（
監
護
委
託
契
約
）
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
が
、
試
験
養
育
中
に
お
け
る
父
母
の
恣
意
的
な
監
護
委
託
契
約
の
解
除
等
に
よ
り
子
の

利
益
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
目
的
で
、
家
事
審
判
規
則
に
、
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
の
申
立
て
に
伴
う
審
判
前
の
保
全
処
分
に
関
す

る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
家
事
審
判
規
則
六
四
条
の
五
、
六
四
条
の
六
）
（
細
川
清
・
改
正
養
子
法
の
解
説
（
法
曹
会
•
平
成
五
年
）
一

0
八
頁
、
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
家
庭
局
「
改
正
家
事
審
判
法
の
解
説
」
家
裁
月
報
三
九
巻
―
二
号
二
五
頁
参
照
）
。

本
件
に
お
い
て
は
、

X
か
ら

y
ら
に
対
す
る
監
護
委
託
が
な
く

(
X
の
Yl
に
対
す
る
一
時
的
な
監
護
委
託
は
そ
の
よ
う
な
趣
旨
の
も
の
で

は
な
い
し
、
既
に
解
消
さ
れ
て
い
る
。
）
、

Y
ら
に
よ
る

zの
監
護
を
特
別
養
子
縁
組
に
お
け
る
試
験
養
育
と
解
す
る
余
地
は
な
い
か
ら
、
い

ず
れ
に
し
て
も
、
右
の
点
は
問
題
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

（
後
注
）
本
判
決
は
、
民
集
の
ほ
か
、
判
例
時
報
一
五
一
四
号
七
三
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
六
五
号
二
九
七
頁
に
、
原
判
決
と
共
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
本
判
決
の
評
釈
と
し
て
は
、
佐
藤
義
彦
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
七
八
号
五
八
頁
、
床
谷
文
雄
・
民
商
法
雑
誌
―
一
三
巻
一
号
八
四
頁
、

棚
村
政
行
・
平
成
六
年
度
重
要
判
例
解
説
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
六
八
号
）
八
八
頁
、
田
尾
桃
二
•
N
B
L

五
七
九
号
六
二
頁
、
山
口
純
夫
·

判
例
セ
レ
ク
ト
加
（
法
学
教
室
一
八
六
号
別
冊
付
録
）
二
六
頁
、
吉
田
欣
子
・
平
成
七
年
度
主
要
民
事
判
例
解
説
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
一
三

一
三
八
頁
、
大
村
敦
志
・
法
学
協
会
雑
誌
―
―
四
巻
一
号
―

1
0頁
が
あ
る
。

る。

子
の
監
護
権
を
有
す
る
者
が
監
護
権
を
有
し
な
い
者
に
対
し
人
身
保
護
法
に
基
づ
き
幼
児
の
引

渡
し
を
請
求
す
る
場
合
に
お
け
る
拘
束
の
顕
著
な
違
法
性

.. 

五
七
三

五
七

（
三
村

量
一
）

_
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